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コンパクトリーマン多様体に値をとる調和写像およびその L2 勾配流である調和写像
熱流の先見的評価は, 局所的に解が正則になるための正則性条件を与えることでほとんど
最良に証明されている. 定常 p 調和写像は p 調和作用素を含む非線形退化特異楕円型と
はいえ, p = 2 と同様に最良の正則性条件が証明できる. これら評価で重要なことは, 方
程式系の変分 (勾配流)構造と同次性である. しかし, p 調和写像熱流については, 退化特
異放物型に加え, 解のオーダーについて非同次性があり, 局所評価をする上で本質的な障
害となる. p 調和写像熱流に対して, 時空および解のサイズに関する 2つのスケーリング
変数をうまく選択して, スケールエネルギーの単調型評価を構成し, 正則性条件を与える.
その最良性についても議論する.
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